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平成29年度一般会計収支予算書
（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

　　　　　　本庄商工会議所
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 対比増減 ( △ )
１　会　　　費 38,520 38,890 △ 370
２　事 業 収 入 87,486 55,311 32,175
３　交　付　金 9,780 15,500 △ 5,720
４　雑　収　入 2,200 2,200 0
５　前期繰越金  27,280 24,000 3,280

合　計 165,266 135,901 29,365
支出の部

款 本年度予算額 前年度予算額 対比増減 ( △ )
１　事　業　費 73,926 42,124 31,802
２　管　理　費 56,861 63,670 △ 6,809
３　積　立　金 6,900 4,200 2,700
４　雑　　　費 1,500 1,500 0
５　予　備　費 26,079 24,407 1,672

合　計 165,266 135,901 29,365

平成29年度埼玉県小規模事業指導費補助金
収支予算書

（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）
　　本庄中小企業相談所

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 本年度予算額 前年度予算額 対比増減（△）

１ 経 常 収 入 53,447 50,849  2,598
２ 臨 時 収 入 1,350 1,800  △ 450

合　計 54,797 52,649 2,148
支出の部

款 本年度予算額 前年度予算額 対比増減 ( △ )
１ 管 理 費  32,536 31,733 803
２ 福 利 厚 生 費  4,655 4,565 90
３ 福利環境整備費 1,395 1,367 28
４  指 導 事 業 費 11,855 10,673 1,182
５ 指導環境推進費  4,356 4,311 45

合　計  54,797  52,649 2,148

　　　　　３月２２日午前１０時３０分から本庄商工会議所予算総会を開催。
　　　　　６項目の重点事業と収支予算をはじめとする全議案が可決しました。

 
　　　
　【スローガン】“ 会員の発展と地域経済の成長を ”
　【 運 営 基 本 方 針 】
　　　◯  創業者を全面支援するための各種相談体制を充実化
　　　◯「地域創生」に資する様々な施策を本庄市と連携して推進
　　　◯「はにぽん」関連商品の開発促進により本庄ブランドを全国へ発信

平成２９年度　予算総会開催
～事業計画（案）・予算（案）が承認される～

当所では、上記運営基本方針に基づき、効率的な業務
運営に努めながら、会員企業の発展と地域の活性化に
資するために、平成２９年度重点事業６項目を中心と
する各種事業の実施・推進に取り組んで行く。
◎重点事業６項目 
１. 創立７０周年記念事業の展開　
　　■記念式典挙行
　　■大相撲夏巡業はにぽん本庄場所開催　
　　■「飲食店・土産品ガイドブック」刷新
　　■新たな「はにぽんグッズ」の開発促進と
　　　 「はにぽんグッズ」パンフレット作成
２. 本庄市と連携しての公共施設等への

　ネーミングライツ導入
　　■市との連携により早期の実現を目指す

３. 地域買物弱者に対する商店街と連携した
拠点販売・移動スーパー巡行など
各種サポート事業の展開

　　■商店街・市社会福祉協議会との協調や民間との
　　　連携により実施につなげる

４. 若泉公園桜まつりの開催
　　■本庄商工会議所青年部による B級グルメブー　　
　　　スの設置

５.「本庄早稲田の杜フェスタ」の開催
　　■事業内容を一層充実させて開催する

６. 街バル（街コン）の開催 
　　■第４回目を迎え婚活色を加えての開催

平成2９年度本庄商工会議所事業計画
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狩
野
会
頭
が
副
会
頭
・
専
務
理
事
・
事

務
局
長
と
と
も
に
市
内
の
お
店
を
訪
問

し
て
意
見
交
換
。
　

　

今
回
は
左
記
の
会
員
店
舗
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

「
鳥
よ
し
」

本
庄
市
寿
三
ー
三
ー
十
七

代
表
者
：
相
崎
真
紀

電
　

話
：
〇
四
九
五
ー
二
二
ー
四
九
四
一
　

定
休
日
：
火
曜

営
業
時
間
：
午
前
十
一
時
〜
午
後
二
時

　
　
　
　
　

午
後
五
時
〜
九
時

駐
車
場
：
三
十
台

　

先
代
が
昭
和
三
十
九
年
に
焼
き
鳥
屋
と

し
て
開
店
以
来
、五
十
年
を
迎
え
る
老
舗
。

今
は
若
い
店
主
夫
妻
が
埼
玉
県
農
産
物
サ

ポ
ー
ト
店
登
録
の
も
と
地
元
野
菜
を
使

い
、
鳥
料
理
中
心
に
和
食
全
般
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
七
十
名
ま
で
対
応
の
宴
会
で

は
、
カ
ラ
オ
ケ
（
無
料
）
も
楽
し
め
、
少

人
数
か
ら
対
応
の
送
迎
バ
ス
を
完
備
。
自

家
製
唐
揚
げ
は
持
ち
帰
り
に
も
対
応
。
気

軽
に
利
用
で
き
る
食
事
処
で
す
。

狩
野
会
頭
の
お
店
訪
問

　

医
療
法
人
中
村
会
・
中
村
外
科
医

院
様
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
ユ
ー
ス

エ
ー
ル
認
定
企
業
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
　

　

当
所
会
員
の
医
療
法
人
中
村
会
・
中
村

外
科
医
院
（
中
村
孝
理
事
長
）
様
が
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

本
庄
管
内
認
定
企
業
第
一
号
）

　

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
と
は
、
若
者

雇
用
促
進
法
に
基
づ
き
、
若
者
の
採
用
・

育
成
に
積
極
的
で
、
若
者
の
雇
用
管
理
の

状
況
な
ど
が
優
良
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大

臣
が
認
定
し
た
企
業
。
　
　

　

認
定
を
受
け
る
に
は
直
近
三
事
業
年
度

の
、
新
卒
者
な
ど
の
離
職
率
が
20
％
以
下

な
ど
12
項
目
の
基
準
全
て
を
満
た
す
こ
と

が
条
件
で
す
。

　

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

会
員
ト
ピ
ッ
ク
ス

相崎真紀店主ご夫妻と

ハローワーク本庄より認定通知書を交付　

第５回

ラ
ン
チ
有
り
・
各
種
宴
会
・
法
事
等
対
応

代
表
メ
ニ
ュ
ー
：
鳥
照
焼
き
重 
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本
庄
商
店
街
連
合
会
（
会
長
　

田
島

英
治
）
で
は
、
昨
年
９
月
14
日
（
水
）

恒
例
に
な
り
ま
し
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
、

上
里
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
　

　

各
商
店
会
か
ら
腕
に
自
慢
の
強
者
総

勢
28
名
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

〈
成
績
上
位
者
は

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
〉

☆
優
　

勝
　

大
澤
　

学

　
　
　
　
　
　
　

（
本
庄
駅
み
な
み
商
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
よ
し
会
）

☆
準
優
勝
　

黒
澤
　

斉
　
　

（
一
　

般
）

☆
第
３
位
　

山
口
　

均
　
　

（
一
　

般
）

　

地
元
商
業
の
振
興
と
消
費
者
と
の
ふ
れ

合
い
を
目
的
に
、
今
年
で
26
回
目
と
な
り

ま
し
た
本
庄
商
業
祭
「
楽
市
」。
本
庄
市

役
所
前
庭
駐
車
場
を
会
場
に
、
昨
年
11
月

27
日
（
日
）
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

約
40
店
の
出
店
の
ほ
か
、
恒
例
の
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
や
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
ジ
と

も
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
秋
の

一
日
で
し
た
。

本
庄
商
店
街
連
合
会
た
よ
り

 　

当
店
は
、
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
に
お

と
と
し
12
月
に
店
舗
を
構
え
、
お
蔭
さ
ま

で
一
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
主
に
、焼
き
菓
子
と
ケ
ー
キ
を
製
造
・

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　　店舗はカインズホーム
　　本庄早稲田店の
　　東側向かいにあります　

バリエーション豊富で
色彩豊かなケーキ

第
26
回
本
庄
商
業
祭
「
楽
市
」

盛
況
理
に
終
了

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
味
を
大
切
に
、
自
然

な
甘
さ
に
こ
だ
わ
り
作
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
年
代

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、「
ま
た
買

い
に
来
ま
す
」
と
い
っ
た
声
も
た
く
さ
ん

か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
誕
生
日
や
イ
ベ
ン
ト
、
ギ
フ

ト
の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
も
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ

い
。 　　
　

　

当
店
の
特
徴
は
、旬
に
こ
だ
わ
っ
た「
季

節
限
定
」
の
商
品
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

豊
富
さ
に
あ
り
ま
す
。特
に
、人
気
の
チ
ー

ズ
系
の
ケ
ー
キ
は
５
種
類
あ
り
、
味
だ
け

で
な
く
目
で
見
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
色

彩
豊
か
に
仕
上
げ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
36
回
本
庄
商
店
街
連
合
会

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
結
果
報
告

L
ラ

a　B
ベ ル

elle　N
ネー ジ ュ

eige
本庄市早稲田の杜５―７―13

ＴＥＬ 0495―37―5019

　
　
　売 れ 筋 商 品

1.　はちみつマドレーヌ
　　　　　　　　(5個入り )
2.　焼きドーナツ詰め合わせ
3.　パウンドケーキ
　　　　　(6種類×各 2個 )
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
本
庄
商

工
会
議
所
会
頭
の
狩
野
輝
昭
で

す
。

　

今
回
は
、
高
齢
化
社
会
の
影
響

で
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
買

物
弱
者
に
対
す
る
商
工
会
議
所
の

見
解
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
少
子
高
齢
化
社
会
に
入
り
、
長

距
離
を
歩
行
す
る
こ
と
さ
え
で

き
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
き

た
。

・
買
物
を
し
た
帰
り
、
重
い
荷
物

を
持
っ
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

・
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
て
い

る
と
こ
ろ
は
良
い
が
、
減
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
買
物
に
行
く
に

も
遠
く
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
、
タ

ク
シ
ー
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

・
タ
ク
シ
ー
代
は
料
金
が
か
か
る

が
、歩
き
で
行
け
ば
、タ
ク
シ
ー

代
は
買
物
代
に
使
用
で
き
る
。

し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
は
遠
い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
？

　

け
や
木
自
治
会
は
、
Ｊ
Ｒ
本
庄

駅
と
Ｊ
Ｒ
本
庄
早
稲
田
駅
を
結
ぶ

道
路
が
通
り
、東
に
は
十
間
通
り
、

南
に
は
南
大
通
り
線
が
通
る
大
変

交
通
の
便
の
よ
い
地
域
で
す
。
南

に
は
女
堀
川
が
流
れ
て
い
て
、
昔

は
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
水
位

が
増
し
、
堤
防
決
壊
の
心
配
か
ら

日
夜
住
民
が
交
代
で
監
視
し
た
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
で
は
護

岸
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
台
風
が

来
て
も
大
雨
が
降
っ
て
も
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
土
手
の
端
に
は
遊
歩
道
も
整

備
さ
れ
、
住
民
の
散
歩
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　

ま
た
、
当
地
区
の
歴
史
的
な
言

い
伝
え
と
し
て
、
本
庄
城
主
小
笠

原
家
の
殿
様
の
寵
臣(

ち
ょ
う
し

ん)

が
当
地
に
三
町
六
反
の
土
地

を
頂
戴
し
て
居
住
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
殿
様
の
御
礼
と
し
て

「
笠
」
を
献
上
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

・
極
力
家
に
あ
る
も
の
で
我
慢
し
、

子
供
や
孫
が
家
に
遊
び
に
来
た

時
に
ま
と
め
買
い
を
す
る
。

　

主
に
こ
れ
ら
が
現
代
の
高
齢
者

を
取
り
巻
く
環
境
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
現
状
は
、
本
庄
市

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
体
の
問

題
と
考
え
ま
す
。
本
庄
商
工
会
議

所
で
は
こ
の
様
な
高
齢
者
の
一
助

に
な
れ
ば
と
、
今
年
度
重
点
事
業

の
一
つ
に
買
物
弱
者
対
策
を
掲
げ

ま
し
た
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て

は
、
昨
今
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
移
動
ス
ー

パ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
買
物
弱
者
対
策
に
加
え

て
、
独
居
老
人
の
見
守
り
対
策
も

重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
様
々
な
対
策
を
推
進
す

る
に
は
行
政
を
始
め
、
地
域
の
自

治
会
や
商
店
街
な
ど
が
意
見
交
換

し
な
が
ら
協
調
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
民
間
と

の
連
携
も
一
案
で
し
ょ
う
。

　

当
所
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
く
高
齢
者

対
策
を
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

自
治
会
連
合
会
だ
よ
り

　

け
や
木
自
治
会
で
は
、
年
間
行

事
と
し
て
毎
年
五
月
中
旬
頃
に
運

動
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
紅
白

玉
入
れ
や
綱
引
き
な
ど
、
自
治
会

員
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
新
旧

自
治
会
員
の
更
な
る
融
和
を
図
る

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

七
月
に
は
子
供
育
成
会
主
催
に
よ

り
子
供
た
ち
が
お
神
輿
を
担
ぎ
、

町
内
を
元
気
よ
く
回
り
ま
す
。

　

九
月
に
は
自
治
会
館
に
て
敬
老

会
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
敬
老
会

の
方
々
が
元
気
で
楽
し
く
毎
日
を

過
ご
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ

て
、
自
治
会
役
員
と
民
生
委
員
が

協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　

　

ま
た
、
け
や
木
自
治
会
で
は
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
役
員
、
支
会
長
、
班

長
が
各
支
会
交
代
で
毎
月
第
四
土

曜
日
に
自
治
会
内
を
見
回
り
、
地

域
の
安
全
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
内
に
犯
罪
や
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
安
全
で
安
心
な
毎
日
が

過
ご
せ
る
よ
う
に
自
治
会
員
の
皆

様
の
協
力
と
交
流
を
深
め
、
明
る

い
ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　
　

け
や
木
自
治
会
の
ご
紹
介

　
　
け
や
木
自
治
会
　
会
長
　
浜
田
　
佳
男



～シリーズ⑪　経営革新計画承認企業に聞く～

皆さんも「経営革新」にチャレンジしませんか？

6

①経営革新計画に取り組んだきっかけと、取り組ん　　
　でみていかがでしたか？

　弊社は、昭和 48 年に創業しプリント基板の組立
てや検査、梱包などの事業を展開してまいりまし
た。取引先の海外発注に伴う業務減少に不安を抱
いていた中、平成 25 年に、先代から事業承継を行っ
たことを機に、事業戦略を見直すため経営革新計
画に取り組むことといたしました。
　経営指導員さんやコンサルタントの先生には長
いスパンで支援を行っていただき、事業の方向性
が明確になり自社の強みや弱みを改めて分析する
ことができ、有意義な時間を持つことができまし
た。そして、埼玉県から経営革新計画が承認され
たことで「自信」にもつながり、経営の向上を図
ることができました。

②経営革新計画の内容を教えてください。
　テーマは、「食品二次梱包事業の展開」です。
　これまで既存の梱包事業では、非食品のみを取
り扱ってきましたが、新規事業ではこれまでの梱
包ノウハウを活かし、すでに包装された食品（調
味料、顆粒・粉末などの食材や菓子など）を、発
注先のニーズに応じた数量で箱詰めや袋詰めの業
務を行うこととしました。このことにより、事業
の幅を広げ、当社のターゲット顧客層の範囲を拡
大して経営基盤の強化を図っていけると考えてお
ります。

■所 在 地　児玉郡上里町神保原町２０４５－７　
■電　　話　０４９５－３３－１２１１
■営業時間　８：３０～１７：３５　　　　　　
　　　　　　定休日　日曜日・祝日
■営業内容　製品の組立・検査・梱包

～本庄商工会議所では、経営革新に挑戦する企業を募集しています～
３年～５年の中期的なビジネスプランづくりを全力で支援します。
本庄商工会議所　中小企業相談所（ＴＥＬ２２－５２４１）　担当：経営指導員

平成27年度　経営革新計画承認企業　安田電子工業株式会社
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珠
算
検
定

　

第
２
０
９
回
珠
算
検
定
試
験
が

平
成
29
年
２
月
12
日
（
日
）、
本

庄
商
工
会
議
所
会
館
で
実
施
さ

れ
、全
階
級
の
受
験
者
数
は
58
名
、

合
格
率
は
40
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

《
受
験
申
込
塾
》

金
井
一
二
三
珠
算
塾
、
中
村
珠
算

塾
、
飯
山
珠
算
塾
、
高
山
珠
算
塾
、

山
田
珠
算
塾
、
利
根
珠
算
教
室
、

伊
平
珠
算
教
室
、
本
藤
珠
算
塾
、

羽
原
珠
算
教
室
、
中
原
珠
算
塾
、

さ
く
ら
教
室
、
鈴
木
珠
算
教
室

■
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

簿
記
検
定

　

第
１
４
５
回
簿
記
検
定
試
験

は
、
平
成
29
年
２
月
26
日
（
日
）

に
本
庄
商
工
会
議
所
会
館
で
実
施

さ
れ
、
全
階
級
の
受
験
者
数
は
53

名
、
合
格
率
は
32
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
込
み
も
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

合
格
お
め
で
と
う
‼

第
２
０
９
回
珠
算
検
定

☆
一
級
合
格
者
（
敬
省
略
）

　
　

松
村
羽
音

☆
二
級
合
格
者
（
敬
省
略
）

　
　

菊
地
優
希
　

岩
崎
祥
汰

　
　

峯
岸
　

優

☆
三
級
合
格
者
（
敬
省
略
）

　
　

櫻
井
美
月
　

松
本
陽
花

　
　

塩
原
茅
夏
　

冨
岡
拓
生

　
　

今
井
舜
斗
　

小
林
竜
馬

　
　

荻
野
煌
代
　
　

他
２
名

　

珠
算
検
定
１
級
合
格
者

　
　
　
　

松
村
羽
音
さ
ん

【お問合せ】 清香園・東京ドームスポーツ共同体
（㈱清香園：0495-22-3414）

2017年5月14日（日）
10：00～15：00（小雨決行）

後援：本庄市・本庄市教育委員会
本庄商工会議所・本庄市観光協会
NPO法人まちの駅ネットワーク本庄
NPO法人森の図書館・NPO法人US

●屋台・B級グルメ ●ステージイベント ●企業・商品PR
●買い物コーナー ●フリーマーケット ●建設機械試乗体験
●自動車展示コーナー ●ドジョウつかみ ●金魚すくい
●ふわふわトランポリン　●わんわんParty
○イースタンリーグ公式戦同時開催

8

第209回珠算検定試験
受験数 合格者

１級 11 1
２級 8 3
３級 23 9
４級 1 1
５級 2 1
６級 7 2
７級 4 4
８級 2 2
９級 0 0
10 級 0 0

第145回簿記検定試験
受験数 合格者

１級 試験なし
２級 25 6
３級 28 11
４級 0 0

検

よ

り

定

だ



　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
２
月

15
日
（
水
）・
３
月
１
日
（
水
）・

15
日
（
水
）
の
３
日
間
、
埼
玉

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
庄
を
会
場

に
「
あ
な
た
の
た
め
の
創
業
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
庄
市
内
で
の
開
業
を
思
案
中

の
男
女
16
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
本
庄
出

張
所
で
は
、
本
庄
地
区
雇
用
対
策

協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
平
成

30
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

を
対
象
と
し
た
求
人
の
提
出
方
法

等
の
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。
　

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
学
校
卒

業
者
の
採
用
を
お
考
え
の
事
業
所

の
皆
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

開
催
日　

　

平
成
29
年
５
月
23
日
（
火
）

開
催
時
間

　

午
後
２
時
か
ら

講
師
に
は
、
本
庄
市
出
身
の
中
小

企
業
診
断
士
で
、
自
ら
も
事
業
を

営
ん
で
い
る
大
久
保
優
子
氏
を
お

招
き
し
、
講
師
自
身
の
創
業
体
験

も
交
え
な
が
ら
、
１
日
目
に
は
創

業
の
概
要
と
し
て
「
経
営
理
念
と

商
品
開
発
」、
２
日
目
に
は
「
事

業
内
容
と
資
金
調
達
」
を
テ
ー
マ

に
、
実
際
に
金
融
機
関
の
担
当
者

か
ら
の
話
も
あ
り
、
３
日
目
に
は

具
体
的
な
「
開
業
手
続
き
や
支
援

機
関
の
活
用
」等
に
つ
い
て
学
び
、

経
営
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
し

た
。
途
中
、
先
輩
起
業
家
の
体
験

談
と
し
て
市
内
の
先
輩
創
業
者
か

ら
生
の
声
を
聞
く
時
間
も
設
け
、

「
創
業
」
を
身
近
に
感
じ
と
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
夢
の
実
現
」
を
目
指
す
受
講

者
は
、
皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で

講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
も

同
じ
志
を
抱
く
受
講
者
同
士
、
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

開
催
場
所

　

本
庄
商
工
会
議
所
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

（
本
庄
市
朝
日
町
３
―
１
―
35
）

【
内
容
】

　

平
成
30
年
３
月
新
規
中
学
・
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
す

る
求
人
申
込
み
等
の
説
明
を
い
た

し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は

熊
谷
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　

本
庄
出
張
所
　

学
卒
担
当

電
話
０
４
９
５
―
22
―
２
４
４
８

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
あ
な
た
の
た
め
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催　

新
規
学
卒
求
人
説
明
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
本
庄
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
庄
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

　
　

お
気
軽
に
創
業
相
談
を

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
将
来
の
創
業
を
目
指
す
皆
さ
ま
を
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
創
業
計
画
の
立
案
、
創
業
資
金
の
調

達
方
法
、
創
業
手
順
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
当
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
　

本
庄
中
小
企
業
相
談
所
（
本
庄
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２
‐
５
２
４
１



　

２
０
１
６
年
12
月
、
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

は
日
本
が
提
案
し
て
い
た
「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」
を
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
青
森
県
八
戸
市
の
「
八
戸

三
社
大
祭
の
山
車
行
事
」
や
佐
賀

県
唐
津
市
の
「
唐
津
く
ん
ち
の
曳

山
行
事
」
な
ど
18
府
県
の
33
件
で

構
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。私
自
身
、

昨
年
は
こ
こ
に
登
録
さ
れ
た
山
形

県
新
庄
市
の
「
新
庄
ま
つ
り
の
山

車
（
や
た
い
）
行
事
」
と
愛
知
県

津
島
市
・
愛
西
市
の
「
尾
張
津
島

天
王
祭
の
車
楽
舟(

だ
ん
じ
り
ぶ

ね)

行
事
」
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
も
に
何
百
年

も
の
歴
史
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
催

事
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ど
ち
ら
も

い
ま
ひ
と
つ
世
間
で
の
認
知
度
は

低
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
山
形
県
の
新
庄
商
工
会

議
所
で
地
域
の
情
報
発
信
を
テ
ー

マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
お
話
し
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
自
体

は
め
で
た
い
の
で
す
が
、
問
題
は

そ
の
価
値
を
こ
の
先
ど
う
外
に
伝

え
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
は
い
く
つ

も
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
国
内

で
登
録
認
定
さ
れ
る
地
域
や
文
化

は
次
第
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
希

少
性
は
だ
ん
だ
ん
と
薄
ら
い
で
き

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
観
光
客
が
押
し
寄

せ
た
り
、
土
産
物
が
ば
ん
ば
ん
売

れ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
も

は
や
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
言
い

方
で
す
が
世
界
遺
産
は
ユ
ネ
ス
コ

が
価
値
だ
と
認
め
た
こ
と
で
あ
っ

て
、
地
域
に
来
て
も
ら
い
た
い
人

や
買
っ
て
も
ら
い
た
い
人
が
そ
の

価
値
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
か

ら
で
す
。
歴
史
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー

や
文
化
で
も
、
現
代
に
暮
ら
す
人

た
ち
に
と
っ
て
意
味
が
な
け
れ

ば
、
観
光
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

資
源
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

発
信
す
べ
き
情
報
は
、
そ
の
間

を
埋
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
域
が
持
つ
独
自
性
が

誰(

タ
ー
ゲ
ッ
ト)

に
と
っ
て
、

ど
ん
な
価
値
を
持
つ
の
か
を
精
査

し
て
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
第
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
な
ら

「
学
び
」「
参
加
す
る
喜
び
」、
30

〜
40
代
女
性
な
ら
「
癒
や
し
」「
幸

運
」
な
ど
を
旅
に
求
め
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
と
も
に
「
良
い
写
真

が
撮
れ
る
こ
と
」
も
現
在
で
は
重

要
な
要
素
で
す
。
こ
う
し
た
潜
在

ニ
ー
ズ
に
地
域
の
資
源
が
ど
う
貢

献
で
き
る
か
を
整
理
し
て
発
信
す

る
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

新
庄
の
情
報
発
信
セ
ミ
ナ
ー
で

は
（
１
）
外
か
ら
地
域
に
関
心
を

持
っ
て
来
て
も
ら
う
に
は
「
こ
ち

ら
が
伝
え
た
い
情
報
と
消
費
者
が

知
り
た
い
情
報
」
の
ズ
レ
を
意
識

す
る
こ
と
、（
２
）
地
域
に
埋
も

れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
掘
し
て
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
の
「
誇
り
」
を
醸
成
す
る
こ

と
、（
３
）
地
域
の
文
化
や
情
報

は
で
き
る
だ
け
デ
ジ
タ
ル
化
・
映

像
化
し
て
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で

も
ア
ク
セ
ス
可
能
に
す
る
こ
と
、

な
ど
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
話
を
伺
う

と
、「
祭
」
は
そ
れ
が
開
催
さ
れ

る
期
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

何
箇
月
も
前
か
ら
練
習
や
制
作
で

準
備
を
進
め
て
き
た
結
果
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
実
は
そ

の
目
立
た
な
い
部
分
こ
そ
が
、
地

域
や
言
語
を
超
え
て
人
を
引
き
つ

け
る
最
強
の
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で

は
な
い
か
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　

上
席
研
究
員
　

渡
辺
和
博
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「『
世
界
遺
産
登
録
は
さ
れ
た

け
ど
』
と
な
ら
な
い
た
め
に
」



　

こ
の
度
、
本
庄
市
若
泉
運
動
公

園
武
道
館
内
に
あ
る
常
設
土
俵
に

て
第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

「
こ
だ
ま
場
所
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
士
魂
（
さ
む
ら
い
だ

ま
し
い
）
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
未
来
を
担
う

子
供
達
に
、
相
撲
を
と
お
し
て
の

礼
儀
作
法
や
、
相
手
を
思
い
や
り

敬
う
優
し
さ
の
心
を
培
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
尾
上
親
方
（
元

小
結
の
濱
ノ
嶋
）
と
尾
上
部
屋
力

士
３
名
が
来
ら
れ
、
子
供
達
と
相

撲
を
と
お
し
て
触
れ
合
う
場
も
あ

り
ま
す
。
ポ
ン
菓
子
・
ち
ゃ
ん
こ
・

記
念
手
形
無
料
配
布
！

〈
第
四
回
〉

　

平
成
29
年
4
月
22
日
（
土
）

　
　

受
付 

9
時
00
分

　
　

開
会 

10
時
00
分

　
　

閉
会 

12
時
00
分

※
第
二
回
練
習
会
は
午
後
に
優
し

さ
と
礼
の
大
切
さ
を
伝
え
る
体
験

事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、お
弁
当
、

水
筒
、
帽
子
の
持
参
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
本
大
会
◇

　

平
成
29
年
4
月
30
日
（
日
）

　
　

受
付 

8
時
00
分

　
　

開
会 

9
時
00
分

　
　

閉
会 

16
時
00
分
（
予
定
）

本
庄
市
若
泉
運
動
公
園
武
道
館

 

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で

配
布
さ
れ
ま
し
た
申
込
用
紙
、
又

は
、
公
益
社
団
法
人
こ
だ
ま
青
年

会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
申
込
用
紙
を
ご
参
照

◇
練
習
会
◇

〈
第
一
回
〉

　

平
成
29
年
3
月
26
日
（
日
）

　
　

受
付 

9
時
00
分

　
　

開
会 

10
時
00
分

　
　

閉
会 

12
時
00
分

〈
第
二
回
〉

　

平
成
29
年
4
月
8
日
（
土
）

　
　

受
付 

9
時
00
分

　
　

開
会 

10
時
00
分

　
　

閉
会 

15
時
00
分

〈
第
三
回
〉

　

平
成
29
年
4
月
15
日
（
土
）

　
　

受
付 

9
時
00
分

　
　

開
会 

10
時
00
分

　
　

閉
会 

12
時
00
分

く
だ
さ
い
。
申
込
締
め
切
り
期
日

後
の
受
付
も
致
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
公
社
）
こ
だ
ま
青
年
会
議
所

　
　
　
　

青
少
年
育
成
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長
　

間
庭
照
雄

〈
住
所
〉
埼
玉
県
本
庄
市
朝
日
町

3︲

1︲

35

（
本
庄
商
工
会
議
所
内
）

〈
電
話
〉

０
９
０
‐
５
４
０
８-

７
０
５
５

11

日
　
　
時

場
　
　
所

参
加
方
法

お
問
合
せ
先
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１　申込資格　　　本庄商工会議所の会員で、本庄市「はにぽん」を
　　　　　　　　　活用した商品を手掛けている事業者（本庄市から
　　　　　　　　　商品使用承認を受けているもの）
２　申込対象商品　食品、文房具、衣類など
３　申込期間　　　平成２９年２月２７日（月）
　　　　　　　　　～平成２９年４月２０日（木）
４　発行予定部数　２０，０００部
５　発刊予定　　　平成２９年８月
６　掲載内容　　　１社当たりＡ４ １/2 ページ（カラー）
７　掲載料　　　　５，０００円
８　申込方法　　　
　　お申込みされる方は、以下のものを本庄商工会議所へご持参くだ　　
　　さい。
　①掲載料
　②申込書のデータ又は書面
　③商品写真や顔写真のデータ又はアナログ写真
　　（画像データの形式は、：jpg,pdf,ai など）
※写真撮影をご希望の方は、当所職員がお伺いいたしますので、
　お申し出ください。
※申込後、校正などのやりとりは、原則メールで行います。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。 

本庄商工会議所創立７０周年記念事業

提出及びお問合せ先

本庄商工会議所
ＴＥＬ　０４９５－２２－５２４１
　　　　（担当：田中・蓮沼・佐藤）
住　所　埼玉県本庄市朝日町３－１－３５

本
庄
市
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
に
ぽ
ん
」

関
連
商
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2017

掲
載
商
品
募
集
！

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
本
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
本
庄
市
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
に
ぽ
ん
」
を
活
用
さ
れ
た
商

品
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
掲
載
会
員
店
舗
の
販
売
促

進
と
販
売
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

貴
社
の
「
は
に
ぽ
ん
」
関
連
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、

売
上
Ｕ
Ｐ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
登
録
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。  

     

◆◆◆　募　　集　　要　　領　◆◆◆

◆◆◆　目　　的　◆◆◆
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第
20
代
会
長
　
高 

岸 

利 

之

 

　

本
庄
商
工
会
議
所
青
年
部
第
20

代
会
長
の
高
岸
利
之
で
す
。
私
が

青
年
部
に
入
会
し
て
６
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
そ
の
間
２
度
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
、
東
日
本
大
震
災
、
政
権
交
代
、

熊
本
震
災
な
ど
酸
い
も
甘
い
も
時

代
の
流
れ
の
中
で
様
々
な
こ
と
が

起
き
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
景
気
は

上
向
き
」
と
連
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
東
京

か
ら
比
較
的
近
く
通
勤
圏
で
あ
る

我
々
の
本
庄
地
区
で
さ
え
、
仕
事

や
生
活
の
向
上
を
実
感
で
き
る
レ

ベ
ル
に
は
到
底
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
本
庄
商
工
会
議
所

青
年
部
も
、
私
が
入
会
時
80
名
弱

の
会
員
数
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
い
ま
や
約
１
３
０
名
、

50
名
程
の
拡
大
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
例
会
も
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
数
が
増
え
て
も
、「
自

分
が
や
ら
な
く
て
も
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」、
単

純
に
興
味
が
な
い
、
職
種
が
合
わ

な
い
、
時
間
が
合
わ
な
い
、
な
ど
の

理
由
で
出
て
こ
な
い
メ
ン
バ
ー
や
、

た
と
え
出
席
し
た
と
し
て
も
顔
と

名
前
が
一
致
し
な
い
、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
疎
外
感
を
感
じ
て
ス
リ

ー
プ
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
負
の

連
鎖
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
、
例
会
や
事
業
へ
の
出
席
率

も
低
い
ま
ま
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

本
庄
商
工
会
議
所
青
年
部
と
し

て
、
ご
縁
あ
っ
て
こ
の
本
庄
地
区

に
事
業
所
・
住
居
を
構
え
、
自
分

た
ち
の
商
売
に
つ
な
が
る
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
造
り
や
魅
力
の
あ

る
事
業
な
ど
、
我
々
青
年
経
済
人

と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
、
今
や
ら

な
い
と
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

　

青
年
部
と
し
て
の
使
命
を
全
う

し
て
い
る
か
ど
う
か
？
　

原
点
に

も
う
一
度
立
ち
返
る
こ
と
で
メ
ン

バ
ー
皆
が
意
識
し
、
足
並
み
揃
え

て
同
じ
方
向
に
歩
め
ば
自
ず
と
個

人
・
組
織
も
良
い
方
向
に
進
む
。

そ
の
た
め
に
は
、
馴
れ
合
い
で
は

な
く
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

支
え
合
う
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
一

人
ひ
と
り
が
事
業
等
へ
の
参
加
を

責
務
と
感
じ
ず
自
ら
こ
ぞ
っ
て
出

席
す
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
が
興

味
の
あ
る
例
会
・
事
業
を
メ
ン

バ
ー
皆
が
繋
が
っ
て
企
画
・
運
営

し
て
い
く
こ
と
で
組
織
は
活
性
化

し
、
誰
も
が
羨
む
青
年
部
に
成
長

し
て
い
く
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め

の
最
初
の
一
歩
を
メ
ン
バ
ー
皆
で

歩
み
ま
し
ょ
う
。

　

「
結
ぶ
」
　

人
、
物
、
組
織
、
事

業
、
仕
事
、
単
独
で
現
状
打
破
を

図
る
よ
り
互
い
に
支
え
つ
な
が
る

こ
と
で
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

組
織
に
し
て
も
「
向
上
心
を
持
っ

て
、
互
い
に
支
え
足
並
み
揃
え
て

同
じ
方
向
に
歩
み
出
せ
ば
必
ず
良

い
結
果
に
成
る
」
微
塵
の
疑
い
も

な
く
結
ば
れ
ま
す
。

　

青
年
経
済
人
の
今
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
、
自
分
た
ち
で
考
え
具

体
化
し
て
行
う
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

物
事
が
直
ち
に
変
わ
る
と
は
微
塵

も
思
い
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
良

い
方
向
に
移
行
し
、
行
く
末
は
強

靭
な
組
織
に
な
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
代
会
長
た
ち
の
組
織

へ
の
熱
い
想
い
を
継
承
し
つ
つ
、

私
　

高
岸
利
之
は
本
庄
商
工
会
議

所
青
年
部
メ
ン
バ
ー
皆
と
想
い
を

共
有
し
結
ぶ
こ
と
で
、
次
世
代
商

工
会
議
所
青
年
部
と
し
て
の
扉
を

開
き
ま
す
。

　

や
る
か
ら
に
は
メ
ン
バ
ー
の
皆

様
の
下
支
え
を
も
ら
っ
て
、
全
身

全
霊
全
力
を
も
っ
て
責
務
を
全
う

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
地
域
活
性
化
委
員
長

町 

田 

謙 

二

　

平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）、

瀧
宮
神
社
境
内
（
深
谷
市
）
に
て

「
深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
例

年
以
上
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

う
な
か
、
当
青
年
部
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
「
焼
き
な
っ
と
う
ピ

ザ
ラ
イ
ス
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

出
品
メ
ニ
ュ
ー
に
限
っ
て
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
な
る
べ
く
近
い
も
の

を
提
供
す
る
べ
く
、
飲
食
店
メ
ン

バ
ー
を
軸
に
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
コ
ス
ト
面
や
当
日
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
含
め
て
多
く

の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

業
種
・
業
態
の
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

し
、
そ
れ
ら
を
一
体
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
青
年
部
の
力
が
存
分

に
発
揮
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
以

外
の
方
々
に
も
参
加
・
協
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
調
理
・
販
売
を
す

る
上
で
大
い
に
助
け
ら
れ
た
結

果
、
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
〜
結
〜
　

　
互
い
に
支
え
足
並
み
揃
え
て

同
じ
方
向
に
歩
む
」

平
成
29
年
度
本
庄
商
工
会
議
所

青
年
部
会
長
所
信

深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
報
告
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１
月
26
日
、
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
本
庄
を
会
場
に
、「
本
庄
商

工
会
議
所
女
性
会
新
年
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

木
村
会
長
の
新
年
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
吉
田
市
長
を
は
じ
め
来

賓
紹
介
、
来
賓
祝
辞
を
賜
り
、
新

入
会
員
の
紹
介
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
藤

岡
琉
球
太
鼓
の
方
た
ち
に
よ
る
踊

り
「
エ
イ
サ
ー
」
を
ご
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
男
性
た

ち
の
、
笑
顔
で
一
生
懸
命
に
踊
る

姿
と
琉
球
太
鼓
の
響
き
に
大
変
感

動
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員

さ
ん
に
よ
る
日
本
舞
踊
「
春
雨
」

は
、
新
年
の
催
し
に
ぴ
っ
た
り
で

し
た
。

　

最
後
に
本
庄
音
頭
を
全
員
で
踊

り
、盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。（
巴
）

　

２
月
22
日
、
女
性
会
で
は
恒
例

に
な
っ
て
お
り
ま
す
「
行
政
と
の

懇
話
会
」
を
、
本
庄
市
役
所
会
議

室
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
質
問
事
項
を
中
心
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
数
字
を
入

れ
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
に

つ
い
て
は
、
過
去
３
年
間
の
人
数

の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
買
物
弱
者
向
け
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
は
に
ぽ
ん
号
の
利
用

も
含
め
て
説
明
が
あ
り
、
市
民
に

と
っ
て
身
近
な
問
題
と
し
て
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
伺
い
ま
し

た
。
前
回
の
質
問
事
項
に
も
あ
り

ま
し
た
街
中
の
道
路
の
悪
さ
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
各
自
治
会
か

ら
の
連
絡
で
市
も
対
応
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
空
き

家
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
田
市
長

か
ら
実
態
の
説
明
が
あ
り
、
空
家

条
例
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
今
年

７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
の
保
健
セ

ン
タ
ー
の
パ
ネ
ル
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
女
性
に
優
し
い
検
診
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
は

に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
の
駐
車
場
に
つ
い

て
も
利
用
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
た
く

さ
ん
の
質
問
事
項
に
丁
寧
に
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
吉
田
市
長
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
は
に
ぽ
ん
も
登

場
し
て
く
だ
さ
り
、
全
員
集
合
写

真
で
終
了
し
ま
し
た
。
　

（
小
出
）

   

　

２
月
23
日
、
所
沢
航
空
発
祥
記

念
館
に
お
い
て
、
所
沢
商
工
会
議

所
女
性
会
主
管
で
開
催
さ
れ
、
井

田
副
会
長
・
事
務
局
と
３
名
で
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
の
審
議
案
件
は
ス

ム
ー
ズ
に
承
認
さ
れ
、そ
の
後「
野

老
澤
町
造
商
店
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
三
上
博
史
氏
に
よ
る

講
演
会
で
し
た
。
三
上
氏
は
商
家

五
代
目
の
生
粋
の
所
沢
っ
子
、
皆

さ
ま
か
ら
髭
爺
の
愛
称
で
呼
ば
れ

て
い
る
79
歳
。
街
の
発
展
と
郷
土

愛
に
半
生
を
捧
げ
て
き
た
方
で

す
。
郷
土
史
に
興
味
を
持
ち
自
分

で
収
集
し
学
ん
だ
資
料
を
基
に
自

身
の
思
い
で
も
絡
め
て
「
思
い
出

で
綴
る
故
郷
・
所
沢
散
歩
」
の
Ｈ

Ｐ
を
立
ち
上
げ
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

当
時
の
参
加
者
も
、
今
で
は
三

上
氏
お
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
所
沢
の
歴
史
を
皆
さ

ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
町
の
歴
史
伝
承
人
と
し
て
各
団

体
や
サ
ー
ク
ル
、
小
学
校
の
課
外

授
業
な
ど
で
忙
し
く
活
動
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
善
意
で
貴
重
な
資
料
や
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
資
料

館
に
保
存
さ
れ
閲
覧
提
供
を
し
て

い
ま
す
。所
沢
の
地
名
の
由
来
は
、

「
伊
勢
物
語
」
の
主
人
公
藤
原
業

平
が
「
東
下
り
」
の
折
り
、
野
老

（
と
こ
ろ
：
山
芋
）
が
多
く
野
生

し
て
い
る
の
を
見
て
、「
こ
の
地

は
野
老
の
沢
か
」
と
言
わ
れ
、
そ

れ
以
来
こ
の
地
名
は
野
老
澤
（
と

こ
ろ
ざ
わ
）
と
呼
ば
れ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
所
沢
市
の
市
章
も
ヤ

マ
イ
モ
科
の
「
野
老
」
葉
を
図
案

化
し
た
も
の
で
す
。
古
く
は
鎌
倉

街
道
や
江
戸
街
道
な
ど
交
通
の
要

衝
と
し
て
発
展
、
所
沢
飛
白
の
綿

織
物
で
賑
わ
い
全
盛
期
を
、
そ
の

後
織
物
業
者
は
衰
退
の
一
途
を
辿

り
、
現
在
で
は
一
軒
も
な
い
そ
う

で
す
。
戦
前
に
は
飛
行
機
の
町
へ

と
発
展
し
軍
事
施
設
と
し
て
拡
張

し
軍
部
の
町
へ
、
戦
後
「
基
地
の

町
」
へ
と
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

基
地
返
還
と
な
り
、
目
ま
ぐ
る
し

く
移
り
行
く
現
在
の
街
並
み
。
話

さ
れ
る
途
中
三
上
氏
は
、
昔
を
懐

か
し
み
「
不
便
な
生
活
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
町
も
人
も
活
気
と
助
け

合
っ
て
の
生
活
が
あ
っ
た
し
商
店

街
は
賑
わ
っ
て
い
た
」と
話
さ
れ
、

ど
の
地
域
も
共
通
の
悩
み
、
町
の

中
心
市
街
地
を
形
成
し
た
商
店
街

と
周
辺
は
他
の
急
速
な
発
展
の
中

で
の
流
れ
に
対
応
で
き
ず
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
に
、
再
開
発
と
民
間
活

力
の
導
入
が
今
後
と
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
考
え

さ
せ
ら
れ
た
講
演
で
し
た
。（

木
村
）

行政との懇話会 新年会

『
女
性
会
新
年
会
』
を
開
催

『
埼
商
女
性
連
役
員
会

・
役
員
研
修
会
』
に
出
席

『
行
政
と
の
懇
話
会
』
を
開
催



新入会員紹介コーナー

　
一
　
月

六
　

日
　

平
成
28
年
度
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　

（
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
庄
）

十
三
日
　

県
・
産
業
労
働
政
策
課

　
　
　
　

「
商
工
団
体
等
新
春
の
集
い
」

（
埼
玉
県
知
事
公
館
）

十
六
日
　

街
バ
ル
実
行
委
員
会

　
　
　
　

2nd
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

十
九
日
　

県
連
平
成
28
年
度
新
春
役
職
員
研
修
会
　
　

　
　
　
　

兼
懇
談
会
　
　

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

二
四
日
　

青
年
部
と
正
副
会
頭
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　

（
本
庄
商
工
会
議
所
）

　
二
　
月

二
　

日
　

マ
ル
経
審
査
会
　

（
本
庄
商
工
会
議
所
）

　
　
　
　

正
副
会
頭
と
市
三
役
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鳥
よ
し
）

十
　

日
　

県
連
第
４
回
中
小
企
業
相
談
所
長
会
議

　
　
　
　
　

（
飯
能
商
工
会
所
）

十
二
日
　

第
２
０
９
回
珠
算
検
定
試
験

　
　
　

（
本
庄
商
工
会
議
所
会
館
）

十
三
日
　

正
副
会
頭
会
議
・
第
60-

64
常
議
員
会

　
　
　
　
　

（
本
庄
商
工
会
議
所
）

二
四
日
　

県
連
「
理
事
会
」

　
　
　
　

「
平
成
28
年
度
第
２
回
会
頭
会
議
」

　
　
　
　

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

二
六
日
　

第
１
４
５
回
簿
記
検
定
試
験

　
　
　

（
本
庄
商
工
会
議
所
会
館
）

■
新
入
職
員
紹
介

（
四
月
一
日
付
け
新
採
用
）

　

本
年
度
か
ら
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
栗
原
と
申
し
ま
す
。
　
　

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
ち
な
が
ら
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
精
一
杯
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
職
員
人
事
異
動

（
三
月
三
十
一
日
付
け
退
職
）

相
川
一
浦
（
総
務
課
長
）

総
務
課
付
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用

　
　

　

昭
和
三
十
一
年
八
月
の
第
一
号

発
行
以
来
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

て
き
た
「
商
工
会
議
所
だ
よ
り
」

で
す
が
、
今
号
か
ら
タ
イ
ト
ル
を

「YU
M

E

・sm
ile

」
と
し
、
全

面
改
訂
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
に

は
、〝
皆
様
の
夢
の
お
手
伝
い
を

し
、
笑
顔
を
与
え
た
い
〞
そ
ん
な

想
い
を
込
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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平成29年1月1日～平成29年3月8日まで
会員数 1,552事業所（平成29年3月8日現在）

（順不同）　　　　
企  業  名 住    所 業  種  名

1 中山道辛味処　電気舘カレー 〒367-0053 本庄市中央 1-1-1 飲食業
2 カナイ住設 〒367-0027 本庄市五十子 2-6-23 配管工事

3 ㈱パソナ パソナキャリアカンパニー深谷支店
〒366-0824 深谷市西島町 1-5-23 

あいおい損保ビル 再就職支援、人材紹介 等

4 すみれデザイン 〒367-0044 本庄市見福 4-1-23 グラフィックデザイン
5 こねこ古道具店 〒367-0211 本庄市児玉町吉田林 81-6 古道具、古本、手作り雑貨

6（一社）彩の国共生福祉会
〒367-0035 本庄市西富田 1011 

IOC本庄早稲田ビジネス
プラットフォーム V103

障害者福祉サービス事業の運営

7 目黒社会保険労務士事務所 〒367-0032 本庄市栗崎 38-2 社会保険労務士
8 国際交流事業協同組合 〒367-0237 神川町貫井 100 外国人技能実習生受入事業
9 ㈱ＳＫ · ＳＨＩＭＩＺＵオート 〒367-0117 美里町白石 422-1 自動車解体業、車及び重機の輸出業

10 三代目網元さかなや道場本庄南口店 〒367-0041 本庄市駅南 2-1-25 ふらわぁビル 2F 居酒屋（海鮮）

11 ｙａｍａｔｏ　ｓａｒｖｉｃｅ 〒367-0021 本庄市東台 1-5-16-202 溶接機のメンテナンス

　商工会議所の事業活動は、中小企業の経営改善のために経営 · 税務 · 経理 · 法律 · 労務などの無料相談や各種
講演会を開催し、地域中小企業の発展を目的としています。どうぞ、お気軽にご用命ください。

栗原　正実

☆ご入会ありがとうございました。

事
務
局
日
誌
　

　
　（主
要
会
議
・
事
業
の
み
）

編
集
後
記




